
令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 

実施状況及び効果検証 

１．交付金の目的                                       

 新型コロナウイルスの感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響を受けている地域経済や住

民生活を支援し地方創生を図るため、地方公共団体が地域の実情に応じてきめ細やかに必要な事業

を実施できるよう、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」（以下、「臨時交付金」）

が令和 2 年度に創設されました。 

 

２．事業種別                                        

 ①感染拡大の防止・・・・・・感染防止対策や医療提供体制の整備など 

 ②雇用の維持と事業の継続・・経済的影響を受けた事業者や住民の支援など 

 ③経済活動の回復・・・・・・観光需要や消費の喚起など 

 ④強靭な経済構造の構築・・・デジタル端末や技術の導入など 

 

３．相馬市の交付額                                      

  通 常 事 業 分：３４２，３７８，０００円 

  事業者支援分： ３２，５６３，０００円（事業者を直接的に支援する事業） 

  合    計：３７４，９４１，０００円 

 

４．事業種別ごとの集計                                    
 

事業種別 事業数 事業費（円） 交付金充当額（円） 

①感染拡大の防止 10 45,239,252 40,473,252 

②雇用の維持と事業の継続 6 290,701,896 286,701,896 

③経済活動の回復 1 22,219,301 22,219,301 

④強靭な経済構造の構築 1 16,455,747 16,455,747 

合計 18 374,616,196 365,850,196 

 ※交付額合計：374,941,000 円 － 充当額：365,850,196 円 ＝ 9,090,804 円 ⇒ 国庫返還 

 

 



交付金充当額

（円）

その他補助金

（円）

1 事業継続支援金
　市内に事業所等を置き、引き続き事業継続の意思

がある事業者へ事業継続に要する経費を支援
158,228,982 158,228,982 R3.5.1 R3.11.4 ②

対　象：事業継続の意思がある市内の事業者

支給額：100,000円

支給数：1,581件

郵送料：128,982円（1,236件）

【影響調査の結果（支援金申請時調査）】

　全業種において前年同月比で売上額が減

少ており、特に生活関連サービス・娯楽業

（-57.9％）、宿泊・飲食サービス業（-

44.1％）、運輸・郵便業（-36.3％）におい

て減少率が大きい。

　コロナ禍で売上が減少するなかでも事業

継続の意思を持つ事業者を支援することが

できた。

2
新型コロナウイルス院内感染予防対策支援

（令和３年度分）

　市内の一般診療所（22ヶ所）、歯科（18ヶ所）が

実施する院内感染防止等に要する経費を支援
12,000,000 12,000,000 R3.5.1 R3.10.20 ①

対　象：一般診療所、歯科

支給額：300,000円/件

支給数：40件

　コロナ禍が長期化するなか、医療機関で

の感染防止対策を支援することで、安心安

全な医療提供体制の継続につながった。

3 宿泊等助成事業（令和３年度分）
　新型コロナウイルスからの観光再生に向け、観光

需要喚起のため、宿泊割引を実施する。
22,219,301 22,219,301 R3.9.1 R4.3.28 ③

宿泊助成：18,165,000円

　助成額：5000円/枚

　助成券発行枚数：6,122枚

　助成券利用枚数：3,633枚

　助成券利用率：約60％

市内限定商品券：3,196,060円

　金額：500円/枚

　商品券発行枚数：10,000枚

　商品券精算枚数：5,599枚

　執行率：55.9％

　商品券振込手数料：39,160円

　事務手数料：100,000円

　商品券作成：257,400円

事務費：858,241円

　郵送料：705,940円

　簡易版パンフレット作成：92,400円・6,000枚

　消耗品：59,901円

　新型コロナの影響で落ち込む観光需要を

喚起することで、市内宿泊事業者及び関連

事業者の支援をすることができた。また、

宿泊者に商品券を配布することで市内の商

店へも効果を波及することができた。

4 農産物単価低迷対策事業（肥育素牛導入支援事業）

　新型コロナウイルス感染拡大防止措置の影響でイ

ンバウンド需要の減少により和牛の枝肉価格が大き

く下落していることから、和牛肥育農家の経営の継

続と産地の維持を図るため素牛導入に要する経費の

一部を助成する。

455,000 455,000 R3.4.1 R4.3.30 ②

補助件数：2件

導入頭数：6頭

補助単価：導入経費の1/10以内（上限100,000円）

　和牛肥育農家の経営の継続と産地の維持

を図ることができた。

5
ＧＩＧＡスクール構想に伴うＩＣＴ教育整備事業

（令和３年度分）

　ＧＩＧＡスクール構想実現のため市内小中学校に

タブレットを端末を整備する。
16,455,747 16,455,747 R3.4.1 R4.4.25 ④

生徒用タブレット：615台

※410台分は文科省補助を活用

大型提示装置：29台

　GIGAスクール構想実現のために必要と

なる機器を整備することができた。

効果検証

令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業　事業実施状況及び効果検証
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交付金充当額

（円）

その他補助金

（円）
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6 敬老祝金支給事務郵送代金（令和３年度分）

　地区敬老会で、３密による新型コロナウイルス感

染を防ぐため、参集による敬老会を開催せず、お祝

いのメッセージの郵送対応とする。また、手渡しで

支給していた祝金は、申請による口座振込で対応す

るもの。

393,298 393,298 R3.7.1 R3.12.17 ①
お祝いメッセージ送付数：3,240通

祝い金郵送申請数：2,012通

　2年連続で敬老会が中止となっていた

中、敬老の気持ちをメッセージとして伝え

ることができた。また、重症化リスクの高

い高齢者へ外部との接触を減らしつつ、こ

れまで通り敬老祝い金支給することができ

た。

7 児童手当現況届郵送受付対応郵送費（令和３年度分）

　窓口申請としていた当該届について、接触機会を

減らし感染拡大を防止するため、返送用封筒による

郵送での対応とするもの

175,142 175,142 R3.7.1 R3.11.30 ① 郵送提出件数：1,863件

　市役所窓口へ来る必要が無くなったこと

で、接触機会を減らす効果があった。ま

た、不要な外出を控えたいという市民ニー

ズにも対応することができた。

8 学校保健特別対策事業費補助金

　各学校で感染症対策を徹底しながら、夏季休業期

間の短縮等により研修機会を逸した教職員に対し

て、その資質向上を図るため研修等を実施する。

2,003,040 1,002,040 1,001,000 R3.4.1 R4.3.30 ①

学力向上研究発表会（授業研究会）

ICT活用授業研究会

モデル地区合同研究発表会

相馬市公立学校研究指導員会

各種研修会をオンライン併用で開催するこ

とで、3密対策を行いながら効率的に実施

することができた。

9 移動時三密回避に伴う車両増車事業

　小中学校の校外授業の移動時の新型コロナウイル

ス感染リスクを低減させるためにバスの乗車定員を

半分にし、２台体制で移動しているが、うち１台が

経年劣化により故障が多く廃車を予定していること

から、今後もバスによる移動時の感染対策を継続す

るために新たに１台バスを購入する。

20,513,480 20,513,480 R3.9.1 R4.3.25 ① 中型バス導入台数：1台

　廃車車両の代替車を導入することがで

き、小中学校の校外授業の移動時の感染防

止対策（乗車人数の制限）を継続すること

ができた。

10 公共的空間安全・安心確保事業（令和３度分）
　公共施設（市庁舎、学校、スポーツ施設、文化施

設等）での感染防止に要する費用
1,926,522 1,926,522 R3.4.1 R4.3.31 ①

消毒用アルコール

次亜塩素酸ナトリウム

逆性石鹸

ハンドソープ

ペーパータオル

除菌クロス

使い捨て手袋

使い捨てエプロン

　市内小中学校、幼稚園で使用する消毒液

等の衛生用品を購入することで感染防止対

策を徹底することができた。

11 読書力向上事業（在宅学習対応）

　新しい生活様式に対応した学習時間の確保とし

て、在宅学習の機会が増えているが、効果的な在宅

学習を行うには、書籍の内容を正確に理解する力

（読書力）の向上が必要なことから、リーディング

スキルテストを活用し、児童生徒の読書力の向上を

図る。

1,875,445 1,875,445 R3.4.1 R3.12.23 ①

リーディングスキルテスト受験者数：803人

・受験者及び学校への結果のフィードバック

・学校ごとの受験結果の分析

　リーディングスキルテストの結果分析を

通して児童・生徒個人や学校ごとの現状を

把握し、授業の質の向上に取組むことで、

読書力の向上を図ることができた。
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12 事業継続支援金（第二期支援金）

　新型コロナウイルス感染症により経済活動に影響

を受けている市内に事業所等を置き、引き続き事業

継続の意思がある事業者へ事業継続に要する経費を

支援する。

31,155,254 31,155,254 R3.9.1 R4.1.31 ②

対　象：事業継続の意思がある市内の事業者

支給額：20,000円

支給数：1,546件

郵送料：136,528円（1,452件）

需用費：98,726円

【影響調査の結果（支援金申請時調査）】

　全業種において前年同月比で売上額が減

少しており、特に生活関連サービス・娯楽

業（-63.5％）、宿泊・飲食サービス業（-

51.3％）、運輸・郵便業（-42％）におい

て減少率が大きい。

　第一期支援金（№1）時と比べ減少率が

大きくなるなど経営状況が厳しくなってい

る事業者を継続的に支援することができ

た。

13 移動時三密回避に伴う車両増車事業

14
相馬市原油価格高騰対応

生活困窮世帯灯油購入費助成金事業

　原油価格高騰による生活困窮世帯への影響を緩和

するための対策として、生活に困窮している世帯に

暖房用灯油の購入費等の支援を行う。

15,160,000 11,160,000 4,000,000 R4.1.10 R4.4.20 ②

対　象：非課税世帯

世帯数：3,032世帯

支給額：5,000円/世帯

　原油価格高騰による影響を受けている生

活困窮者を支援することができた。

15 欠番

16 子育て世帯への臨時特別給付事業

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する

中、その影響により苦しんでおられる子育て世帯に

対して、国の子育て世帯への臨時特別給付金事業の

対象外となる所得制限限度額以上（児童手当の特例

給付に相当する所得）の世帯及び、基準日以降に離

婚し給付金を受け取れないひとり親世帯等につい

て、地方創生臨時交付金を活用し、0歳～18歳まで

の「子供1人当たり10万円」を一括現金で支給す

る。

20,545,230 20,545,230 R4.1.10 R4.4.28 ②

対象数：125世帯・205人

支給額：100,000円/人

振込手数料：13,750円・125件

郵便料金：19,824円・236件

消耗品費　11,656円

　国の子育て世帯への臨時特別給付金事業

の対象外となる世帯に対して支援すること

で、市内の全ての子供たちを分け隔てなく

支援することができた。

17 米価下落影響緩和支援事業

　新型コロナウイルス感染症拡大等の影響により米

価が大幅に下落し、稲作農家の生産意欲の衰退が懸

念されるため、令和4年度作付けに向けた水稲種子及

び肥料の購入経費を助成し、市内稲作農家の経営継

続と産地の維持を図る。

65,157,430 65,157,430 R4.6.21 R4.11.21 ②

対象者：636件

支援額：3,300円/10a

水稲作付面積：約1971.02ha

振込手数料：113,630円・636件

　コロナ禍での需要減少による米価が下落

する中で、次期作（R4年作付け）の種子代

及び肥料代を支援することで営農継続の一

助となった。

18 保育対策総合支援事業費補助金

　市内保育所において職員が感染症対策の徹底を図

りながら事業を継続的に実施していくために必要な

経費等を補助する。

2,398,613 1,199,613 1,199,000 R3.10.1 R4.3.30 ①

補助上限額

　定員20人以上59人以下：40万円

　定員60人以上：50万円

補助件数

　定員20人以上59人以下：1園

　定員60人以上：4園

　合計：5園

　市内私立保育園での感染防止対策を支援

することで安心安全な保育を継続すること

ができた。

-

№9参照



交付金充当額

（円）
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19 子ども・子育て支援交付金

　地域子ども・子育て支援事業（放課後児童クラ

ブ・乳児家庭全戸訪問事業・地域子育て支援拠点事

業）において、職員が感染症対策の徹底を図りなが

ら事業を継続的に実施していくために必要な経費等

を補助する。

3,850,000 1,284,000 2,566,000 R3.10.1 R4.3.30 ①

補助上限額

　定員20人以上59人以下：40万円

　定員60人以上：50万円

補助件数

　定員20人以上59人以下：7クラブ

　定員60人以上：4クラブ

　合計：11クラブ

　放課後児童クラブ内での感染防止対策を

支援することで、利用者及び職員が安心で

きる体制で事業を継続することができた。

20

21
PCR検査（市独自実施分）等感染拡大防止対策

　市内での感染が拡大することを防ぐため、生徒等

が感染した場合、行政検査に限らず、同学級もしく

は同学年等の生徒等を対象にPCR検査を行うための

経費。

103,712 103,712 R4.1.10 R4.3.30 ①

ＰＣＲ検査（市民）：5名

ＰＣＲ検査（市職員）：1名

抗原検査（市職員）：1名

　行政検査の対象外となる市民等を迅速に

検査することで、不安の解消や感染拡大防

止につながった。

374,616,196 365,850,196 8,766,000合計


